
 

 

 

 
                                                                            

  

 

 

 準備に準備を重ねた大霜月祭。１０月２８日（水）には文化の部として、各学年の劇や教科・部活動の発表の映 

像を見たり、各教科や学年で作成した展示物を見学したりしました。例年通りにはできない中、様々な工夫があり、 

今年ならではの楽しみもありました。今回はその中でも教科や部活動の発表について紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

朗読部の発表は各クラスで見学しました。朗読部は４つの自作の怖い話を朗読 

しました。スライドで使われた絵を美術部が描くなど、部活動同士の協力する姿 

が見られました。３年生からは〇〇〇〇さんと〇〇〇〇さんがそれぞれ「井戸」 

や「ハロウィン」といった話で出演していました。そして、アリーナで最後に見 

たのが吹奏楽部です。吹奏楽部は８月のコンクールもなくなってしまうなか、 

ここまで練習を続けてきました。アリーナで生の演奏を聴くことはできませんで 

したが、映像であっても学年を盛り上げひとつにしてくれました。朗読部、吹奏楽部の皆さんお疲れさまでした！ 
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国語科の意見発表は〇〇〇〇さんが行いました。題名は「選択」。

将来の自分に誇れるように自分で選択することの大切さを、今ま

での体験などを踏まえて弁論しました。後半には、受験生の立場

としても自分で選択する意志を伝えていました。「人間は考えるこ

とをやめてはならないのです。」という一文が印象的でした。 

英語科スピーチは〇〇〇〇くんが行いました。題名は「A 

winner never quits」。内容は、事故で右腕を失った少年、ピ

ート・グレイがメジャーリーガーになるまであきらめない心

を持ち続けたという実話の物語です。〇〇君は３年連続で英

語科スピーチを務めています。今年もとても流ちょうな発音

で英語のスピーチを行いました。 

 

〇〇〇〇さん（副部長） 


